
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

限 定 渾身の労作で迫りくる巨大地震に大提言！

巨大地震に対応できる 

体制作りのための取組紹介 

お名前                     電話番号    （    ）      内線 

御社名・部課名 

ご住所（〒   －    ） 

東海地震を迎え撃つために  計    部   代金は着本の上、現金・郵便振替・銀行振込 にて支払います。 

購 入 申 込 書 （ ＦＡＸ 用 ）     平成   年   月   日 

◎お申込み・お問い合せは･･･ 
株式会社 総合防災ソリューション 

〒109-0082 東京都千代田区一番町13-16 
      TEL 03（3515）2230 FAX 03（3515）2231 

http://www.dpsol.co.jp 
（発行所） 内外出版株式会社                  ISBN978-4-931410-79-4 
〒152-0004 東京都目黒区鷹番3-6-1              
      TEL 03（3712）0141 FAX 03（3712）3130 
〒530-0022 大阪府大阪市北区浪花町13-38           ◎部数限定につき、お早めに発行所へ電話・ファックス 
      TEL 06（6377）1501 FAX 06（6377）5110     にてご注文ください。ホームページからも承ります。 
   http://www.naigai-group.co.jp 

Ａ4判（全232頁 フルカラー） 
定価4,500円 （本体4,286円）

～本の構成（山本 忠雄）～ 

本書の構成は、まず東海地震の基礎的な事項と県の防災体制

について述べ、次に、私が県庁で何をやらなくてはいけないか

ということを確立するために行った任務分析を紹介し、それを

基に主に取り組んだ本部運営や広域受援体制の整備、効果的防

災訓練の実施、そして、県・市町と自衛隊等との連携の強化に

ついて順次紹介し、最後に静岡県を例に引きながら自治体の防

災・危機管理体制の整備に関する意見を述べることにします。

（詳細は裏面をご覧下さい。） 

東海地震を迎え撃つために
 
元静岡県防災調整監（元自衛隊陸将補） 
株式会社総合防災ソリューション 
取締役（危機管理業務担当） 山本 忠雄  著 

 
 
【著者略歴】 山本 忠雄（やまもと・ただお） 
陸上自衛隊普通科連隊、富士学校教官、陸上幕僚監
部会計課、幹部学校教官、第１師団司令部第３部長、
第 10 普通科連隊長、東北方面総監部人事部長、第
11師団司令部幕僚長等を歴任し、陸将補に昇任後自
衛隊を退職。 
静岡県防災局防災調整監に就任、県災害対策本部運
営体制の整備や県防災計画等と自衛隊の災害派遣
計画、自衛隊等応援部隊の受け入れ体制の整備及び
防災訓練の企画・運営などに従事。 
静岡県を退職後は、株式会社総合防災ソリューショ
ンに入社、危機管理業務部長を経て現在は取締役
（危機管理業務担当）。 
1948年青森県生まれ、法政大学卒。 
 

株式会社 総合防災ソリューション 
昭和61年設立。河川情報監視事業のほか、政府や自治
体等における自然災害、国民保護、原子力災害などの
危機管理全般にわたる計画・マニュアル等の作成及び
研修・訓練等の企画・運営支援事業、並びに保存食品
事業、システム・サービス等を幅広く展開している。 



 

〔 目     次 〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

はじめに 
 
第１章 東海地震と静岡県の防災体制 

第１節 東海地震とは 
１ 東海地震が発生するしくみと発生周期 

２ 東海地震をめぐる最近の動き 

３ 東海地震の現状 

第２節 静岡県の防災体制 

１ 災害対策本部の編制 
２ 災害対策本部の施設 
３ 危機管理部の体制 

４ 防災管理監制度 
５ 総合情報ネットワークシステム及び 

総合防災情報支援システム 

第３節 防災関係機関との連携 

１ 自衛隊、警察、消防、海保との連携 
２ ライフライン関係機関との連携 

第４節 富士山静岡空港の防災機能 

１ 応援部隊、物資等の受入れ機能 
２ 救出・救助、消火活動部隊の活動拠点としての機能 
３ 医療活動の拠点としての機能 
４ 緊急物資の受入・配分拠点としての機能 
５ 県内運航ヘリの給油基地としての機能 
６ 航空機の管制機能 
７ 航空機の運用調整機能 

 
第２章 任務分析 

第１節 自衛隊における状況判断の思考過程 
１ 静岡県庁入庁の経緯 

２ 自衛隊における「任務分析」 

第２節 防災調整監の任務分析 

１ 地位・役割 
２ 具体的に達成すべき目標 

 
第３章 本部運営体制の整備 

第１節 地域防災局の設置と防災体制の見直し 
１ 静岡県の防災組織の変遷の概要 

２ 地域防災局の設置と方面本部体制への移行 
３ 支援班の配置 
４ 業務担任の見直し 

５ 職員全員への任務付与 

第２節 災害対策本部の体制見直しと危機管理センター

の整備 

１ 災害対策本部組織の改編 
２ 災害対策本部施設の改修と危機管理センターの整備 

第３節 本部運営上の問題点と改善方向 

１ 情報活動 

２ 応急対策の立案・調整 

３ 本部運営要領に係るマニュアルの整備 

第４章 広域受援体制の整備 

第１節 広域受援計画作成の経緯 

１ 国の応援計画の提示 

２ 県の受援計画の策定 

第２節 救助活動・消火活動等に係る計画 

１ 計画の概要 

２ 警察、消防、自衛隊、海保の応援計画 

３ 受援を円滑・容易にするための計画 

第３節 医療活動、物資調達、輸送活動に係る計画の概要 

１ 医療活動に係る計画と広域医療搬送体制整備の取り組み 
２ 物資調達に係る計画と問題点 

３ 輸送活動に係る計画と問題点 

第４節 受援体制整備の取り組みと問題点、改善方向 

１ 受援計画の検証と体制の充実に係る業務への着手 
２ 『県広域受援計画』の検証及び体制の充実に係る 

行動計画の概要 
３ 行動計画の成果及び問題点と改善方向 

第５章 効果的防災訓練の推進 

第１節 静岡県における防災訓練の概要 

１ 訓練課目と実施の概要 
２ 訓練実施の体制 

第２節 総合防災訓練の改善の取り組み、現状と課題 

１ 平成１６年から１９年の訓練―展示型の訓練から実践的訓練へ

の革命 

２ 平成２０年度の訓練―訓練革命の概成と今後の課題 

第３節 本部運営に係る訓練の改善の取り組み、現状と課題

１ 職員参集訓練 

２ 本部立ち上げ訓練 
３ 風水害対処訓練 
４ 分野別実践訓練 

５ 大規模図上訓練 

 
第６章 自衛隊との連携の強化 

１ 研 修 

２ 自衛隊等との防災指揮所演習 

３ 地域防災局（現地域危機管理局）と地域担任部隊との交流 

 
終 章 静岡県（自治体）における防災体制を 

強化するための提言 

１ 組 織 

２ 人 事 

３ 教 育 

４ 訓 練 

５ 災害対応に係る計画・マニュアルの整備 

６ 防災体制の棚卸し 

 
付録 国及び静岡県における地震対策の歩み 
 
あとがき 


